
                                      令和元年第２回（９月）富田林市議会定例会 

 一般質問一覧表 

発言 

 

順位 

発言通告者 発言の主題 発  言  の   要  旨 

  １ 日本共産党 

代表質問 

１６番 

田平まゆみ 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

１．マイナンバーカー

ドの押し付けをし

ないことをもとめ

て  

（１）市が市民に対しマイナンバーの提供をもとめている部署はどの程度ある

のか 

（２）任意であることをちゃんと伝えているのか 

（３）マイナンバーカードによる情報漏えい、プライバシーの侵害に責任が取

れるのか 

（４）政府による、住民の権利を侵害し、住民にとって利益がないマイナンバ

ーカードの導入に市は加担すべきでない 

（５）マイナンバー制度が社会保障の削減につながると考えるが、見解を 

（６）現在の市のマイナンバーカードの普及率と支出された費用は 

（７）市民や市職員にマイナンバーカードを強要しないように配慮を 

２．子どもが安心して

遊べる施設や児童

館の増設をもとめ

て 

（１）屋内型で親子がのびのび遊んで利用できる施設をつくるべき 

（２）市内各所への児童館の増設で、子育てを応援すべき 

（３）「子育てするなら富田林」を実現できる、積極的魅力的な子育て施策を 

３．待機児童の解消を

もとめて 

（１）政府のすすめる詰め込み、規制緩和による「解消」にならないように 

（２）本市の保育所利用者数と待機児童数を５年間の推移で聞く 

（３）本市の保育士の配置基準、正規職員の定員と充足状態は 

（４）民間保育園、家庭的保育、新設されるこども園への指導・補助の内容は 

（５）保育園等での重大事故発生などの状況と、事故発生防止の指導や対策は 

（６）保育現場の持ち帰り仕事、残業時間、休憩時間の現状は 

（７）現場の状況調査、アンケートは実施しているか 

（８）現在の職員配置で、正規、非常勤、臨時採用の人数は  

（９）この3年間で何人の募集をし、何人採用し、欠員の状況は 

（10）保育士正規職員の増員を求めるが、見解を 

４．「幼児教育・保育

の無償化」の問題点

について 

（１）国の制度で給食費が実費徴収となる事務処理を、各保育園が負担するこ

とになるが市としての対策は 

（２）低所得者が保育料より高い費用負担にならないか、給食代を保育料から

外すのはおかしい、との声をどう考えるか。 

（３）給食費を徴収しない検討を 

（４）副食材料費の滞納が保育利用の中断につながらないようにもとめる 

（５）保育料の多子減免も継続できるように 

５．自衛隊への若者名

簿提出の中止をもと

めて 

（１）個人情報保護の観点からも、政府の戦争する国づくりのねらいに自治体

が協力し、自衛隊員になることを促すのは大問題では 

（２）防衛相が名簿提出の要請を始めた2017年以降の名簿提出の現状は 

（３）本市での決定の経過と法的根拠は 

（４）市民の個人情報の提供はやめるべきでは 

 



令和元年第２回（９月）富田林市議会定例会 

 一般質問一覧表 

発言 

 

順位 

発言通告者 発言の主題 発  言  の   要  旨 

２ 自由民主党 

代表質問 

２番 

南方 泉 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

１．世界で活躍できる

グローバル人材育成

につながる事業、き

らめき創造館Ｔｏｐ

ｉｃのソフト事業

「きらめき大学」

（トンダイ）のさら

なる発展を 

（１）平成３０年度より現在までの事業経過と効果（成果）について 

（２）「0 歳から 100 歳までが学ぶリカレント教育事業」今後の生涯学習の見

解を聞く 

（３）２０２０年度の新教育制度に基づいた学校現場や地域に出かける（派遣）

展開を 

２．公民連携のワンス

トップ窓口の設置

について 

（１）「富田林版ＳＤＧｓ取組方針」内における「公民連携の推奨」につい

て聞く 

（２）本市の「公民連携ワンストップ窓口」の早期設置と具体案について 

３．「農」「食」「観

光」南大阪で最大の

ポテンシャルと可

能性を秘めたサバ

ーファームの再生

と改革について市

長の所感を問う。  

（１）開園してから今現在に至るまでの指定管理者としての事業計画案に

ついてと、今後の本市としての方向性について 

（２）サバーファームの活性化会議の進捗状況と市の条例に沿った「委員

会設置」を求める。 

（３）オーナー制度の導入や株式会社の立ち上げについて 

（４）本市からの派遣職員、プロや地元精通の有識アドバイザーの設置を

強く求める。 

４．農業者と市民の益

につながる農業振

興を求めて 

（１）「未来を拓く農業振興」の活性化を求めて 

  ①都市農業振興基本計画の策定について 

  ②本市農業振興の礎となる「仮称：農業振興検討委員会」の設置を求

める 

  ③「農地等利用最適化推進施策に関する意見書」（令和元年７月）につ

いての市長の所感を問う。 

  ④本市の農業振興課に農業技術を有する職員の配置、又は外部アドバ

イザーの登用を求める。 

５．子どもが安心安全

で食する「小学校給

食」食材の現状につ

いて  

（１）遺伝子組み換え食品やゲノム編集食品の使用について 

（２）給食食品の製造過程 流通経路（トレーサビリティ）を問う 

（３）給食食材の地産地消強化について 
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 一般質問一覧表 

 発言 

 

 順位 

  発言通告者     発言の主題               発  言  の   要  旨 

３ 大阪維新の会・ 

無会派の会 

代表質問 

１２番 

京谷 精久 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

 

１．行財政改革による

持続可能な自治体運

営について 

（１）増進型地域福祉・地域担当職員制度について聞く 

  ①現在の増進型地域福祉づくりの校区交流会議の取り組み状況と今後の推進

について 

  ②地域担当職員制度内容と導入による効果と今後の市役所内での取り組みに

ついて聞く 

２．人とまちがにぎわう

元気なふるさと富田

林を創る 

（１）市営住宅の募集方法とさらなる活用について聞く 

（２）近居、同居促進給付金について聞く 

①これまでの実績と効果への検証について 

 ②制度の充実と空き家対策等と連携した新たな対策について聞く 

（３）空き家対策について 

  ①空き家対策計画による現在の空き家対策の進捗状況について 

  ②「空き家バンクサポーター」といった町会や地域と連携した空き家の利

活用対策を求める 

（４）子育て世代の転出超過について聞く 

  ①若者・子育て世代への支援策の事務事業評価と実際の転出者へのデータ

把握について 

３．市民の安心、安全、

命を守るまちづくり

の推進 

（１）認知症対策及び地域包括ケアについて聞く 

  ①「認知症施策推進大綱」を受けて現在の認知症の取り組み状況と今後の

推進について聞く 

  ②「2025 年」問題に対して在宅介護の充実と同時に、施設サービスへの需

要にどう対処していくのか 

（２）ツイッターを活用した災害情報の共有について 

  ①災害情報の共有にツイッターを活用してはどうか 

  ※迅速な状況把握、共助のきっかけ作り、避難しない人に避難を促すこと

ができるなど、ツイッター活用によるメリット等に言及しつつ、執行部

の見解を問う 

  ②ツイッターを活用した防災訓練を実施してはどうか 

  ※埼玉県和光市の事例を紹介しつつ、執行部の見解を問う 

４．子育てするなら富田

林を一層推進 

（１）幼児教育、保育の無償化について聞く 

  ①本市における無償化の影響と対策について 

  ※3 歳児の保育ニーズの高まりとスムーズな申請手続き、保育の質の確保及

び待機児童数とその対策について聞く 

（２）子ども安全見守り隊について 

  ①見守り隊への実態や課題把握のアンケート調査結果とその見解について

聞く 

  ②見守り隊の減少対策として学校主導による保護者への呼びかけを 

  ③見守り隊の負担軽減策と今後の継続のために市として何ができるのかを

聞く 

  ※情報連絡会の開催や防犯カメラ等の推進 



令和元年第２回（９月）富田林市議会定例会 

 一般質問一覧表 

発言 

 

順位 

発言通告者 発言の主題 発  言  の   要  旨 

４ ふるさと富

田林 

代表質問 

３番 

坂口 真紀 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

 

 

１．子どもの虐待防

止・予防対策につい

て 

（１）母子保健事業の経過と現状について 

（２）子育て世代包括支援センター事業の経過と現状について 

  ①こんにちは赤ちゃん訪問事業の訪問状況と対応について 

  ②幼児健全発達支援事業（チューリップ教室）の内容と実績について 

  ③育児支援家庭訪問事業（育児ヘルパー事業）の内容と実績について 

（３）要保護児童対策地域協議会で検討されるケースへの対応について 

（４）市区町村子ども家庭総合支援拠点設置について 

（５）法改正による体罰禁止の周知や広報について 

（６）LINEなどを使った虐待相談・支援の取り組みについて 

 

 

２.本市における社

会的養護の在り方

について 

（１）新しい社会的養育ビジョンについて 

（２）より具体的な里親制度・ファミリーホームの啓発活動について 

（３）児童養護施設等退所者のアフターケアについて 

３.福祉・介護サービ

ス基盤の充実につ

いて 

（１）エンディングノートの作成と普及について 

（２）介護保険事業所の人材確保に関する支援策について 

５ 公明党 

代表質問 

９番 

遠藤 智子 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

１．教育機会確保法の

施行（2017年2月）

から3年、教育委員

会の取り組みと考

えについて聞く 

（１）教育機会確保法の第1章 総則の第3条・5条・6条について、どのよ

うな取り組みを行ってきたのか 

（２）第3条（基本理念）の5にある「関係者の相互の密接な連携」が今後

より充実することを求めて 

（３）第6条（財政上の措置等）と附則2．経済的支援を求めて個々の不登

校の児童生徒に応じた支援やフリースクールへの支援など 

（４）公設民営による適応指導教室の追加開設を求めて 

２．通学路等の安全点

検を求める要望書

を提出後の進捗状

況について 

 

３．本市の熱中症対

策について 

（１）小・中学校での熱中症対策について 

①部活動等体育活動中や授業中の熱中症対策の現状について 

  ②学校の普通教室や体育館等の窓に遮熱フィルム設置を 

 ③学校の体育館等にウオータークーラーの設置を 

（２）市民スポーツ活動での熱中症対策について 

①市民総合体育館にスポットバズーカの設置を 

②テニスコートや日除けのないグラウンド等の対策について 

a)日除けテントなどの設置状況について 

b)日除けテントなどの設置を求めて 



令和元年第２回（９月）富田林市議会定例会 

 一般質問一覧表 

発言 

 

順位 

発言通告者 発言の主題 発  言  の   要  旨 

  ４．安全安心な、災害

に強いまちづくり 
（１）防災情報を住民に周知するために 

①今後のＭＣＡ同報系防災無線の設置の方向性について 

②ＭＣＡ同報系防災無線の課題を補うため、戸別受信機を希望される

方へ貸出する等、情報伝達手段の多様化を求めて 

（２）豪雨災害等への対策について 

    ①直近３年間の本市における被害状況について 

    ②排水の設計値を超える雨量に対してどう考えているのか 

    ③排水量を最大限確保するために、防災の観点から、市民と協働 し

て一斉に溝の点検をしてはどうか？ 

    ④豪雨から命や財産を守るため及び「防災のまち とんだばやし」を

醸成するために「産官学民連携の市内一斉清掃」を行ってはどうか？ 

（３）「災害廃棄物処理計画」の策定の進捗状況について 

（４）防災拠点（避難所）に無料ＷｉＦｉの導入を求めて 

（５）安全・安心な防災体制の確立について 

①クラウドを活用した総合的な防災体制の構築をめざし、災害対策本

部に電子黒板などのICT機器を導入し、災害対応の効率化を図る取り

組みを 

②大田区災害時医療職ボランティアを参考に、本市での災害時におけ

る資格や豊富な知識を持ったボランティアの育成・登録を 

（６）大規模災害発生時における避難所での聴覚障がい者等の支援につい

て 

①聴覚障がい者等が情報収集できる環境整備を（文字放送が受信でき

るテレビやホワイトボード等の文字で情報を表示できる器具の設置

など） 

②手話通訳者を避難所に派遣できる仕組みの構築を 

５．市政情報の効果的

なPR・発信について 

（１）興味を持ってもらえる周知をするために 

（２）SNS及びとんだばやしメールの運用状況や登録者数を増やす取り組み

について 

６．キャッシュレスの

推進について 

（１）本市におけるキャッシュレスの現状と市税等へのキャッシュレス決

済導入について 

７．がんサバイバーの

市民を応援するた

めに 

①医療用ウィッグや乳房補正具の助成金創設を求めて 

②喉頭摘出者用人工鼻を日常生活用具の対象にすることを求めて 
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 一般質問一覧表 

発言 

 

順位 

発言通告者 発言の主題 発  言  の   要  旨 

６ とんだばや

し未来 

代表質問 

６番 

南齋 哲平 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

１．本市の活性化に向

けた取り組みにつ

いて 

①特に１５歳未満の子どもたちの減少率が高い本市の現状と、その抑制に 

関する方策についての執行部の見解を問う 

②𠮷村新市長のもとでの金剛地域に関する執行部の想いと、現在までの 

具体的な取り組み内容について 

③関係人口を用いた活性化と「ふるさと富田林応援団」の具体的な内容に 

ついて 

２．子どもたちに公平

性のあるクラブ活

動の環境を 

 ①部活動指導員研修の実施について 

 ②クラブ活動に関する子どもや保護者に対してのアンケート調査につい 

て 

③学校選択制をとっている他市の状況と、その運用上の課題について 

３．誰もがお出かけ

しやすい環境づく

りの実現を（熊本

県長洲町の「きん

ぎょタクシー」と、

河内長野市楠ケ丘

の「くすまる」を

視察して） 

①交通不便地域の解消策、および高齢者や障がい者の外出支援策に関しての 

見解と今後の取り組みに関してを「富田林市交通会議」の進捗とともに聞  

く 

４.本市の防災対策に

ついて 

①災害時の受援計画の策定と体制づくりについて 

②災害時に避難所となる学校施設の利用計画について 

③遠隔自治体や、民間防災団体との連携協定について 

④防災リーダー養成講座の活用状況と受講修了者との連携体制づくりにつ 

いて 

⑤災害時における大阪府立学校との連携および災害備蓄品について 

⑥大阪北部地震を教訓とした職員配置体制について 

５．総合スポーツ公園

多目的グラウンド

の芝生化と熱中症

対策について 

①多目的グラウンド人工芝設置に関しての現在の見解ならびに検討の進捗 

状況について 

②多目的グラウンドに移動式の日除けを用意するなどの熱中症対策を 

６．観光行政の推進に

ついて（大分県杵築

市の取り組みを視

察して） 

①杵築市をはじめとする本市と同様の観光イベントを展開する他自治体と 

のコラボレーションの実現に向けて 

②子どもたちを中心とした寺内町を訪れる外国人に対してのボランティア 

ガイドの実施について 

７ 

 

１番 

西川 宏 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

 

１．G20における大阪

宣言について 

（１）≪環境≫の分野について、富田林市の現状と今後の動き 

２．市民総合体育館の

設備について 

（１）メインアリーナに冷暖房設備を 

  ※指定避難所開設時の活用も視野に入れて 

（２）放送設備の更新を 
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 一般質問一覧表 

発言 

 

順位 
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８ 

 

１８番 

中山 佑子 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

 

１．情報開示請求（市

庁舎建替え事業）に

ついて 

令和元年７月９日の常任委員会において、一般会計補正予算の中に「市庁舎

整備基本計画策定業務委託料として９００万円」が計上されていたので質問し

たところ、業務内容は、新市庁舎の配置や規模、概算事業費、整備スケジュー

ルなどの基本計画策定であり、算出根拠は、三業者からの見積もりを平均した

今年度分との回答でした。そこで、同日、情報開示請求したところ、何の連絡

もなく、第三者の意見を聴取するためという理由で一方的に延期し、同年８月

２２日に業者名等多くの部分が黒塗りで開示されました。 

（１）架電等の連絡を一切せずに、一方的に情報開示決定期間を延長しても良

いと考えているのですか。また、一般市民の方にもこのような対応をし

ているのですか。 

（２）見積もり依頼の内容には「基本理念の整理」「庁舎の必要な機能の検討」

「庁舎の規模の検討」等、業者に任せるのではなく、現場の意見を聴く

べき事項が多々あります。業者に全てを依頼することは妥当ですか。 

２．調査依頼（富田林

病院の施工体制台

帳）及び富田林病院

の経営について 

令和元年７月２日、富田林病院の施工体制台帳の資料提供を求めたところ、

断られました。なお、施工体制台帳や施工体系図は、「闇下請け」や「手抜き

工事」を防ぐために作成が義務付けられています。済生会富田林病院に確認し

たところ「大林組に任せているから問題ない。施工体制台帳等を入手する必要

がない。」との回答でした。 

（１）本市は、建物建設費用として６３億円もの税金を支出しているのに、そ

の後の調査をしないのですか。 

（２）富田林病院は、薬局・コンビニ・食堂・自販機の４つの企業で構成され

る公募型プロポーザルを実施しましたが、施設賃料を月額３００万円と

固定していました。もし、賃料を３００万円と固定しなければ、競争原

理が働き、その２倍、もしくは３倍の賃料になっていたかもしれません。

済生会は、２０１７年度決算で傘下８０病院のうち過半数の４２病院が

赤字という、赤字基調のグループ病院です。本当に、済生会富田林病院

に経営を全て任せて問題がないと考えるのですか。 

３．情報公開請求につ

いて 

（１）本市の情報公開は、２週間以内に開示していますか。公開を延期する割

合は、全ての情報公開請求のうち何割ですか。ちなみに、旧第一給食セ

ンターの解体に関する資料も延期されました。（※秋田市の情報公開請

求と比較して） 

（２）前市長の公約は、情報公開ナンバーワンでしたが、一体何をしてナンバ

ーワンを目指していたのですか。ちなみに、大東市は、情報公開請求、

開示文書の公開（ＰＤＦ）の双方ともメールですることができますが、

本市においてはどのような見解をお持ちですか。 
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  ４．水道クライシスに

ついて（水道事業・

下水道事業） 

（１）令和１０年までの間で、水道事業（約１７２億円）・下水道事業（約

８０億円）の合計約２５０億円もの資金が必要とのことで、本市は

パブリックコメントを実施しましたが、市民のみなさまからの意見

がありましたか。 

（２）下水道事業は、これ以上起債することができないとのことですが、

何故ですか。下水道料金は、一世帯平均、幾ら値上げしなければな

りませんか。 

（３）水道事業は、現在の起債率のままであれば、水道料金を一世帯平均、

幾ら値上げしなければなりませんか。 

（４）施設維持費削減のため、浄水施設、取水施設、配水池及びポンプ場

等の統廃合をしているとのことですが、削減効果は、年間幾らにな

りますか。 

（５）広域行政になれば、更なる施設維持費を削減することが可能ですが、

そのために何をしていますか。 

（６）管工事協同組合との水道管修繕工事業務委託契約等を含む全ての業

務委託契約に基づく業務委託料で年間約３億６７４２万８６９７円

の支出がありますが、それらの事業の見直しをしていますか。 

５．財政について （１）住民負担の世代間の公平性の観点から市債の借り入れをするとのこ

とですが、少子高齢化、税収減少等を鑑みても、なお公平といえま

すか（総務省「２０４０問題」参照）。 

（２）総務省のデータによれば、指定管理者制度導入施設における施設の

統廃合が進み、２０１５年４月から２０１８年３月までに全国１，

９３１施設が取り止めになりました。本市は、毎年多額の税金を費

消する指定管理を含む全ての施設につき、今後どうすべきかを検討

していますか。 

６．職員の働き方改革

について 

寝屋川市は、完全フレックス制や退職した職員が再び勤務できる再チャ

レンジ制を１０月から導入予定としています。本市は、公務員の働き方改

革について、どのように考え、取り組んでいますか。 

７．水利組合の金銭要

求について 

（１）本市において、水利組合の同意書がなければ許可しない申請はいく

つありますか。 

（２）水路に蓋をしたいという案件ですら、水利組合から不当に高額な料

金請求がされることを知っていますか。 

（３）水利組合の同意書を必要とする許可要件につき、どのように考えま

すか。 

 



令和元年第２回（９月）富田林市議会定例会 

 一般質問一覧表 

発言 

 

順位 

発言通告者 発言の主題 発  言  の   要  旨 

９ 

 

１３番 

村瀬喜久一

郎 

 

 

(質問方式) 

一問一答 

 

１．本市における出

産・子育て等支援体制

について。 

（１）妊娠、出産、特別養子縁組に関する匿名も含む相談対応について。 

（２）地域における乳幼児緊急保護家庭の体制構築について。 

２．本市における児童

虐待情報の共有体

制について。 

（１）大阪府による児童虐待防止のための府下共通ＬＩＮＥ相談窓口設置につい

て。 

（２）クラウドサービス等を用いた児童虐待情報の共有体制強化について。 

３．本市における空き

家利活用への取り

組みについて。 

（１）空き家情報の整備と空き家バンクの充実について。 

（２）町会等への協力要請について。 

 


